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The report of the reproduction of mural painting of Kondo of Horyuji Temple of Aichi University of the Arts :
On the project of reproduced painting and art education of department of Japanese painting in early 
years of the foundation of Aichi University of the Arts
金　子　明　代
 KANEKO  Akiyo
 Aichi University of the Arts has been engaged in the reproduction projects of national 
treasure since 1974, that a few years after Aichi University of the Arts was founded in. The 
projects began with the reproduction of 12 walls of mural painting of Kondo of Horyuji 
Temple by Tamako Kataoka who was the first professor at department of Japanese painting. 
In this research I will try to position this reproduction project as one tributary of art education 
since modern times. Especially on 10th Wall, which was reproduced first, I will examine the 





と小壁 8 面の計 12 面の原寸大の模写は、完了まで 14 年の歳月がかけられた。この事業は、その後も





















されている。大壁である 1 号壁釈迦浄土図、6 号壁阿弥陀浄土図、9 号壁弥勒浄土図、10 号壁薬師
浄土図の模写【図 1，4】は、縦 310.0 ～ 314.0cm、横幅 264.0 ～ 267.0㎝で、小壁である 2 号壁
半跏思惟菩薩像、3 号壁観音菩薩像、4 号壁勢至菩薩像、5 号壁半跏思惟菩薩像、7 号壁聖観音菩薩像、
8 号壁文殊菩薩像、11 号壁普賢菩薩像、12 号壁十一面観音菩薩像の模写は、縦 309.0 ～ 315.0㎝、
横幅 155.0 ～ 159.0㎝の寸法を持つ、和紙上に再現された原寸大の復元模写である。
　この≪法隆寺金堂壁画≫の模写制作は、美術学部絵画科日本画（現美術科日本画専攻）の初代主










　ファイル『教育参考品関係綴／教育参考品購入計画書／昭和 48 年度～昭和 60 年度』（A4 判、紙
ファイル。以後、『教育参考品関係綴／昭和 48 ～ 60 年度』。）内に綴じられた昭和 47（1972）年

















5 名をこの模写にあたる 6 名ほどと替えたいことが片岡より説明され、委員会として原寸大複製の
購入を承認したことが記されている。
　同ファイルには、昭和 47（1972）年 8 月 10 日付便利堂発行の「見積書」2 枚と日本画研究室の
署名が入った昭和 47 年 9 月付資料「法隆寺金堂壁画模写実費」（A3 判、1 枚）が残されており、便
利堂から購入する予定の「法隆寺金堂壁画原寸大複製一揃」が「和紙コロタイプ印刷」であること、













朝日新聞東京本社企画部長坂崎太郎氏から愛知県知事桑原幹根氏に宛てた昭和 48（1973）年 7 月
1 日付「寄付書」には、≪法隆寺金堂壁画≫のコロタイプが同社から愛知県立芸術大学へ寄付され
たことが記されている。同「寄付書」内には「1. 題名　法隆寺金堂壁画（焼失前のもの）の写真版
をコロタイプ印刷したもの」、「1. 寸法　大壁 4 面、小壁 8 面　計 12 面（コロタイプ印刷したもの











　この「当時の模写」とは、上記「再現壁画事業計画」を指す。昭和 24（1949）年 1 月 26 日未明
に金堂で発生した火災は壁画に甚大な被害を与えた。焼損した壁画は壁ごと金堂から外され新たな収
蔵庫で管理されることとなる。一方、金堂外陣の壁面は、昭和 29 年 11 月に金堂の昭和の大修理が
落成した後も白壁のままであった。この外陣の壁面に焼損前の状態を再現した新たな模写を納める計
画が昭和 41 年に朝日新聞が提案した「再現壁画事業計画」であり、この模写制作にあたる日本画家
として選出された 14 名のうちの一人が守屋であった。14 名はそのうちの安田靫彦、前田青邨、橋本
明治、吉岡堅二が主導する 4 班に分かれ、3 壁ずつ模写を制作した 9。守屋は近藤千尋や平山郁夫と
ともに前田班に所属し、担当する 10 号大壁、3 号小壁、12 号小壁のうち 10 号壁の模写を青邨とと
もに担当している。青邨によると、重要な顔面やすべての描き起しは自身が筆を執ったものの、10
号壁の制作は守屋が主に努力し、月岡や蓮尾辰雄がその助手となったという 10。
















事するのと同時期である 15。開学年にあたる昭和 41（1966）年と翌 42 年の非常勤講師に関する記
録は欠くものの、美術学部で保管されている綴『教授会関係綴』（B5 判、黒表紙紐綴、背表紙に「教
授会関係綴 42 ～ 43」とあり）内の資料により、昭和 43 年度の守屋の担当科目や時間が確認できる。
昭和 43 年 3 月 29 日開催美術学部教授会開催通知内の、議題「時間割の承認について」添付資料「昭
和 43 年度 1 年次」「昭和 43 年度 2 年次」「昭和 43 年度 3 年次」（B4 判、各 1 枚）は、昭和 43 年
度における日本画、油画、彫刻、デザインの 1 年次から 3 年次の授業の年間の時間割を記したもの
であり、日本画では「古典衣装」や「模写」と冠する授業を 3 年次の 4 月前期第 3 週と 1 年次から
3 年次の 11 月後期第 7 週から 9 週に開講する予定であることが分かる。
　これらの授業を担当した教員は、昭和 43（1968）年 6 月５日開催美術学部教授会資料内、議題
「非常勤講師の予算について」の添付資料である最上段に「日本画科」と記された資料（B4 判、1 枚）
の表にみる授業内容「古典衣装模写」や講義月日「4/22 ～ 27」「11/11 ～ 15」「11/18 ～ 23」「11/25
～ 29」などの記載から、守屋であった蓋然性が高い。その総時間数は 134 時間に及び、以後も 44
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蓮尾、今井らの手によって制作されたものであり、昭和 43（1968）年 3 月から定期的に買い足し、
教材の充実を図っていた様子がうかがえる 17。それらのうち最も早い模写手本が、昭和 43 年に制作
されたとする記録を持ち、同年 3 月 30 日までに研究室への受入が行われた≪法隆寺金堂壁画≫と≪
扇面古写経≫の模写である。このうち≪法隆寺金堂壁画≫の模写手本は、6 号壁の阿弥陀 3 点と観音



















47（1972）年 8 月 10 日付便利堂発行「見積書」の備考欄には、項目に含まれる「仕上代」が「ツ
ギ合わされた各刷本の調子を均一化するための作業」であることが記載されており、≪再現壁画≫
においておおよそ大壁で 44 枚、小壁で 24 枚であったコロタイプ印刷 21 を壁面ごとに接いだ状態で
納品されたものと推測される。





社より」などの速筆とともに、「1 − 1」、「1 − 2」、「1 − 3」、…「6 − 7」などの番号が記載され
た紙片が含まれているものがある。これは、縦 60 ｃｍ、横 48 ｃｍほどのコロタイプ印刷が 1 段目
から 6 段目まであり、一段につき７枚のコロタイプ印刷に分割されていることを示している。さらに、
本尊や観音の顔を中央に捉えたコロタイプ印刷が加わり、6号壁と10号壁のコロタイプ印刷は44枚、
1 号壁は 43 枚、2 号壁や 12 号壁は 25 枚に及ぶ 23。向かって右上から振られたこの番号は、コロ
タイプ印刷の和紙の余白にも鉛筆で付されており、番号を確認しただけで壁面のどのあたりのコロ
タイプ印刷であるか確認できるようになっていた。また、第一に取り掛かった 10 号壁の 1 段目と 2
段目のコロタイプ印刷は上下左右を貼り合わされており、添えられている紙には「48 11.16 日　非




　その受入は、昭和 47（1972）年 12 月 9 日と翌 48 年 1 月 8 日、同年 1 月 24 日と 3 期に分け




別経費）』」とある資料（B5 判、1 枚）は、「53 要求額」との記載があり、10 号壁の最終年度であ
る昭和 53（1978）年度のための予算要求資料と思われる。ここに示される表の「全体計画及び実
績」によると、模写作業は初年度 49 年度に「地壁作り（剥落写し。主として白黒）」、2 年目も「〃






























学日本画法隆寺金堂壁画模写実施経過」（B4 判、1 枚、両面）の年表と、昭和 62（1987）年 9 月に
愛知県立芸術大学が発行した冊子『法隆寺金堂壁画模写―収蔵資料館設立企画案―』32 と、翌 63 年
発行の愛知県立芸術大学≪法隆寺金堂壁画模写≫の完成報告書『愛知県立芸術大学法隆寺金堂壁画
模写』33 を参考に、各壁面を担当した人員を列記したものである。上記資料「実施要項」は 57 年 4
月の事項が最後の事項であり、上記資料「実施経過」は「実施要項」に 57 年 5 月以降 59 年 4 月ま
での事項を加えたものである。ともに、最後の事項が記載されている時期に作成された資料と思わ








































































































あたる昭和 62（1987）年の 9 月に発行された冊子『法隆寺金堂壁画模写―収蔵資料館設立企画案―』


















（1884）年、京都の画工桜井香雲は、博物局の備品とするため模写を行った。同年 7 月 12 日の『法
隆寺日記』には、香雲の「金堂内壁画残らず写し取り候事」は「日数五百日間も相掛かる様子なり」
と記され、その模写にあたっては、堂内に足場を組み燈火で壁画を見ては壁に留めた模写紙に描く





3 期にわたり 3 組の原寸大模写（大仙市教育委員会所蔵本、鈴木壮治氏所蔵本、平木浮世絵財団所
蔵本）を完成させている。東京国立博物館に保管されていた香雲の模写により構成線などを確認し、









を作成することの必要性が説かれており 43、昭和 14 年に設置された法隆寺壁画保存調査会により、
「完全ナル副本」である≪昭和の模写≫制作が具体化する。昭和 10 年 8 月 1 日には、委嘱を受けた
便利堂が 75 日間をかけて四色分解撮影を含む金堂壁画の原寸大撮影と赤外線撮影を行っており、こ
の撮影によって作成されたコロタイプ版による全 12 壁の原寸大複製 23 組が、昭和 13 年までに国
内外に頒布されている 44。翌 14 年には模写にあたる主任画家が選出され、中村岳陵、荒井寛方、入
江波光、橋本明治の 4 名の主任画家に助手をつけた 4 班で分担制作を行っている 45。模写にあたっ
ては、蛍光灯を導入した明るい堂内に櫓を組み、高知県産の和紙にコロタイプ版を薄く印刷したも
のを下図として、壁画を間近に見ながら時間をかけて実施された 46。







す。」と述べている 48。この時点でほぼ完成していた壁面は 2、5、6、10 号壁のみであり、中途ま
で制作していた壁面を残し、模写制作は未完のまま中断された。




どによって調整が図られていた。≪再現壁画≫は、わずか 1 年で完了し、翌 43 年 2 月 29 日には
原寸大につなぎ合わされている。完成した壁画模写は、東京国立博物館、愛知県美術館、京都市美
術館、福岡県文化会館で巡回展示され、11 月には法隆寺金堂の白壁の上にパネル張りで取り付け
られた 50。愛知での展示は 8 月 3 日から 21 日のあいだであり、守屋はその 3 か月後の 11 月に、
日本画研究室で模写の指導を行っている。
　≪再現壁画≫から数年後、日本画研究室が、特に模写の手本とする模写の題材と制作方法につい
て検討を進めていたことが分かる資料がある。ファイル『教育参考品関係綴／昭和 48 年度～ 60 年
度』内、資料「資料館模写室計画表／日本画教材作成（6 カ年計画）／昭和 48 年着手／但し資料





























2 学内における一般公開だけでなく、MIHO MUSEUM や古川美術館など、近年愛知県立芸術大学の模写に焦点をあてた特別展で
展示される機会が増えていることは、その証左といえる。
3 片岡球子「香流会日本画展―愛知芸大創立の頃」『三彩』458 号、三彩社、1985 年
4 林功「愛知県立芸術大学蔵法隆寺金堂壁画模写についての考察―現状模写と復元模写―」『愛知県立芸術大学紀要』21 号、愛知
県立芸術大学、1992 年、秦誠「法隆寺金堂壁画の「模写」」小倉一夫編『ミロク、甦る。織物となった古代オリエントの < 魂 >』
MIHO MUSEUM、2013 年。
5 本資料は A4 判用紙の罫線の外に「S47 ？」とのメモ書きがあるが、議事録とは別筆で、正確な開催年次の記載を欠く資料である。
しかしながら、「9 ／ 27（水）」に開催されたとの記載から年次を限定することが可能であり、また昭和 47 年 8 月 10 日付の
便利堂の見積金額を報告していること、また第 3 回の議事録に明年度として 48 年度があてられていることを勘案すると、第 1
回目の教育参考品購入委員会は昭和 47 年 9 月 27 日（水）に開催されたと考え得る。
6 ここに記した教育参考品の定義は、ファイル『教育参考品関係綴／教育参考品購入計画書／昭和 48 年度～昭和 60 年度』内の
日付なし資料「教育参考品購入計画」（A3 判、1 枚）内の「１．理由」に依拠する。
7 ファイル『教育参考品関係綴／教育参考品購入計画書／昭和 48 年度～昭和 60 年度』内の 9 月 27 日と思われる第一回「教育
参考品購入委員会」の議事録（A4 判、1 枚）による。
8 本資料には、「昭和 49 年より 10 号壁に 5 年計画でとりくみ 54 年 3 月にはこれを完成し、つづいて 3 号壁を 3 年計画で完成
したい予定である」とある。3 号壁模写の中途で開始される 4 号壁や 6 号壁の模写に触れていないことから、10 号壁模写の完
成に近い 54 年３月頃から４、６号壁が開始される 55 年 4 月頃までに作成された資料である可能性がある。
9 14 名の日本画家と担当壁は以下である。
6 号大壁、2 号小壁、4 号小壁　安田班（安田靫彦、岩橋英遠、羽石光志、吉田善彦）
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10 号大壁、3 号小壁、12 号小壁　前田班（前田青邨、守屋多々志、近藤千尋、平山郁夫）
9 号大壁、8 号小壁、11 号小壁　橋本班（橋本明治、野島青茲、大山忠作）






12 今井珠泉が日本美術院 HP 内「同人コラム」に記している（URL http://nihonbijutsuin.or.jp/colum/imai_shusen6.html）（最終
確認日 2018 年 1 月 9 日）。
13 前出「香流会日本画展―愛知芸大創立の頃」
14 愛知県立芸術大学創立 40 年記念誌編集委員会『創立 40 年記念誌愛知県立芸術大学 1966 ～ 2006』愛知県立芸術大学、2006 年
15 守屋は神奈川新聞に掲載された「わが人生」第 39 回で、愛知県立芸術大学で教えていた時≪再現壁画≫に携わったことから
特別に学生を連れて堂内に入ったことを述懐している（平成 2（1990）年 1 月 23 日付『神奈川新聞』所載）。
16 昭和 43 年度の守屋の非常勤講師の採用に関する資料は、他に同綴内の、昭和 43 年 1 月 16 日開催美術学部教授会資料内、議
題「43 年度非常勤講師の委嘱について」添付資料（B4 判、1 枚）（同資料には、昭和 43 年を 42 年とする誤記あり）と、同
年 5 月 8 日開催美術学部教授会資料審議事項「昭和 43 年度の非常勤講師の採用について」添付資料の最上段に「日本画」と
記された資料（B4 判、1 枚）に関連する内容がみられる。昭和 44 年度については、綴『43.12.26 ～ 46 教授会関係綴』（B5
判、黒表紙紐綴、背表紙に「43.12 ～ 46.3 教授会美術」とあり）内の、昭和 44 年 2 月 5 日開催美術学部教授会結果報告資料
内、資料「昭和 44 年度非常勤講師予定」（B4 判、1 枚）と資料「日本画科昭和 44 年度教官授業・担当科目一覧」（B4 判、1 枚）
に、昭和 45 年度については、同綴内の、昭和 45 年 2 月 5 日開催美術学部教授会結果報告資料内、資料「昭和 45 年度非常勤
講師予定一覧表」（B4 判、3 枚）に、昭和 46 年度については、同綴内の、昭和 46 年 1 月 20 日開催美術学部教授会議事録内、
資料「昭和 46 年度非常勤講師予定調書」（B4 判、3 枚）に、昭和 47 年度については、綴『□ 6.4.8 ～ 49.3. 教授会関係綴』（B5 判、





学生時代に模写手本の上に紙をあてて、上げ写しによって模写をする授業があったと述べている（2017 年 12 月 25 日口頭にて）。
18 昭和 43 年 5 月 8 日開催美術学部教授会資料審議事項「昭和 43 年度の非常勤講師の採用について」添付資料の最上段に「日本画」
と記された資料（B4 判、1 枚）





















元年度起第 51 回 4/20 ～ H.2』内、平成 2（1990）年 1 月 8 日開催第 56 回芸術資料館運営委員会議事録で座談会の実施決定






































47 『三彩』29 号、美術出版社、1949 年 4 月、仏教芸術学会編『仏教芸術』4 号、毎日新聞社、1949 年 6 月、東京文化財研究所
美術学部（美術研究所）『美術研究』167 号、吉川弘文館、1952 年
48 伊藤廉「法隆寺金堂焼失」（前出『三彩』29 号）





【図 1】法隆寺金堂壁画模写 10 号壁　愛知県立芸術大学蔵 【図 2】法隆寺金堂壁画模写 10 号壁（部分）
【図 3】法隆寺金堂壁画模写 10 号壁（部分）
【図 4】法隆寺金堂壁画模写 6 号壁　愛知県立芸術大学蔵
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